
宮
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一
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柳

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
遠
田
郡
小
牛
田
町
字
新

一
本
柳

。
一
本
柳

・
塩
釜

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
六
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
　
裕

・
菅
原
弘
樹

・
岩
見
和
泰

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良

。
平
安
時
代
、
中
世
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
本
柳
遺
跡
は
、
県
北
中
央
部
の
大
崎
低
地
東
縁
部
に
位
置
し
、
鳴
瀬
川
左

岸
に
形
成
さ
れ
た
標
高
約

一
〇
ｍ
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。
奈
良

・
平
安

時
代
、
中
世
、
近
世
の
複
合
遺

跡
で
、
東
西
五
Ｏ
Ｏ

ｍ
以
上
南

北
二
Ｏ
Ｏ

ｍ
程
の
広
が
り
を
も

つ
。調

査
は
鳴
瀬
川
中
流
域
堰
関

連
工
事
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九

御

九
二
年
度
以
降
継
続
し
て
行
な

商

っ
て
お
り
、
今
年
度
ま
で
に
約

一
七
Ｏ
Ｏ
Ｏ
♂
の
事
前
調
査
を

実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
中
世
で
は
、
道
路

・
溝
、
塀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た

一
辺
七

〇
ｔ

一
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
方
形
の
屋
敷
が
、
川
沿
い
の
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
重
複
し

て
い
く
つ
も
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
屋
敷
地
内
か
ら
は
、

掘
立
柱
建
物
や
井
戸
約
二
七
〇
基
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
遺
構
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
少
な
ぐ
と
も
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
戦
国
時
代
頃
ま
で
存
続
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
部
で
、
東
西
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
南
北

二
〇
ｍ
以
上
の
屋
敷
を
囲
む
溝

（Ｓ
Ｄ
五
人
九
）
か
ら
出
土
し
た
。
溝
の
規
模

は
上
幅
三
―
四
ｍ
深
さ

一
・
五
れ
程
で
、
年
代
は

一
三
世
紀
中
葉
―

一
四
世
紀

中
葉
頃
と
推
測
さ
れ
る
。

共
伴
す
る
遺
物
に
は
、
か
わ
ら
け

・
国
産
陶
器

（常
滑
・
渥
美
・
古
瀬
一こ
　
・

中
国
陶
磁
器

全
目
磁
・
白
磁
生
自
白
磁
・
黄
釉
。
鉄
釉
）
・
漆
器

・
石
鍋

・
茶
臼

な
ど
が
あ
る
。
と
り
わ
け
青
白
磁
梅
瓶

。
白
磁
四
耳
壺

・
黄
釉
盤
と
い
っ
た
希

少
な
中
国
陶
磁
器
や
茶
道
具

（鉄
釉
茶
入
れ
，
茶
臼
）
の
存
在
は
、
屋
敷
居
住
者

の
階
層
の
高
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
二
斗
□
□
□

□

名
□
□
　
□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
×
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下
半
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
コ
一斗
」
と
い
う
語
句
と
、
上
端
か
ら

一
卿
程

下
に
組
を
か
け
た
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
荷
札
か
と
思
わ
れ
る
。

（
１
１
７
菅
原
弘
樹
、
８
吉
野
　
武
）




